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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

福島県の新しい奨励品種「福笑い」は、⾷味、品質に優れることから、既存品種と差別化したト
ップブランド⽶としての普及が期待されている。そこで、県内において「福、笑い」となる良⾷味・
⾼品質⽶⽣産を安定して⾏うための⽣育の⽬安を明らかにした。 

（１）⽞⽶タンパク質含有率 6.4％以下となる収量の⽬安は以下のとおりであり、施肥体系は 
基肥窒素施肥量 0.4kg/a+幼穂形成期追肥 0.2kg/a である（表１、図１）。 
ア 中通り地域  精⽞⽶重：55〜60kg/a  
イ 会津地域   精⽞⽶重：60〜66kg/a 
ウ 浜通り地域  精⽞⽶重：50〜55kg/a  

（２）幼穂形成期の⽣育が⽬標値以下の場合、同時期に窒素量 0.2kg/a 以内で追肥する。特に葉⾊
が⽬標値以下になっているか必ず確認し判断する（表１）。 

  （３）⽞⽶タンパク質含有率を 6.4％以下とするため、出穂期の⽌葉葉⾊は 33 以下とする（図２）。 
（４) 整粒歩合 80%以上を⽬標にした積算気温による刈取り時期は、以下のとおりである。積算気 

温で、1200℃頃から⽩未熟粒や胴割粒が増加することから、1200℃頃までに刈り取る（図３）。 
  ア 中通り 1050℃〜1200℃ 
  イ 会津  1000℃〜1200℃ 
  ウ 浜通り 1100℃〜1200℃ 

２ 期待される効果 
（１）｢福笑い｣の良⾷味・⾼品質安定⽣産が期待される。 

３ 適⽤範囲 
（１） 県内の平坦地 

４ 普及上の留意点 
（１）多肥栽培は、⽞⽶タンパク質含有率の増加等による⾷味・品質の低下や籾数過剰による登

熟歩合低下で減収を招くので絶対に⾏わない。 
（２）刈取りは、ほ場での籾の⻩化程度(80〜90%以上)を確認してから⾏う。 
（３）栽植密度は、中通り（16.7 株/㎡）、会津（18.5 株/㎡）、浜通り（18.2 株/㎡）の試験結果。 
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図 1 施肥体系と精⽞⽶重、⽞⽶タンパク質含有率 
中通り、浜通りは 2019 と 2020 年の平均値  
会津は 2020 年の値         

図３ 出穂期後積算温度と⽞⽶品質 

 検査等級は、中通り、会津は 2020 年、浜通りは 2019 年の
データ           

 積算温度：中通りは気象庁アメダス郡⼭データ、       
会津は農研機構メッシュ農業気象データ利⽤
（⽇平均気温）、                          
浜通りは気象庁アメダス相⾺データ  

図２ 出穂期の⽌葉葉⾊と⽞⽶タンパク質含有率の関係 
 ｒは相関係数、**は１%⽔準で有意、n=71 

○は⽞⽶タンパク質含有率を表す。  
※施肥体系は窒素施肥量で基肥−追肥を⽰す。 
４−２：基肥 0.4kg/a、追肥 0.2kg/a  

上図は、2020 年の中通りのデータ。登熟期間が⾼温年であっ
たことから、⽩未熟粒が多く、整粒歩合は低くなっている。   
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表 1 「福笑い」⽣育の⽬安 
時期 項⽬

中通り 会津 浜通り
収穫期 ⽞⽶タンパク質含有率（％） 6.4以下 6.4以下 6.4以下

登熟歩合（％） 85以上 90以上 85以上
倒伏（0〜400） − − 150以下

幼穂形成期 草丈（cm） 70以下 70以下 70以下
茎数（本/㎡） 500〜550本 500〜550 520〜570
葉⾊（SPAD502値） 35以下 35以下 33以下

出穂期 ⽌葉葉⾊（SPAD502値） 33以下 33以下
（穂揃い期）

33以下

成熟期 稈⻑（cm） 85以下 85以下 90以下
穂数（本/㎡） 350〜400 350〜400 370〜410
籾数（×百粒/㎡） 280〜300 300〜320 280〜300
精⽞⽶重（kg/a） 55〜60 60〜66 50〜55

※⽞⽶は篩⽬1.9mmで調製。
※⽞⽶タンパク質含有率、精⽞⽶重、⽞⽶千粒重は⽔分15％換算値。
※倒伏：倒伏程度「0（無）〜４（甚）」×倒伏⾯積率（％）

⽬標値


